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　11 月 6 日には、大船渡市郷土芸能まつりがあり、獅子舞をやりました。7 月の段階では復活でき





















































































































































































































































































らかというと今は商店街になっております。昭和 8 年にせっかく上がった地域が、その後、78 年間
かけて少しずつ下りてきて、そしてまた被災されたというような状況です。
　同じように、こちらが綾里の先ほどの集落で、綾里湾に入って右側に、田浜という小さな集落があ




























































































から 2 年後に編纂された本です〔文末資料 2-1 参照〕。「水産生物の異変」という項目がありまして、
特に注意しているのは 2 番と 3 番です。2 番が「鰮　安政三年、明治二十九年共に大漁續き、今回は、
昭和七年十月頃より昭和八年二月迄大漁あり」と。昭和 8 年の津波は 3 月 3 日ですから、前年の 10
21
津波と無形文化（川島）

















昭和 19 年の地震津波で 64 名が亡くなったところです。ここの金蔵寺というお寺さんに行った時に
も同じようなことを感じました。まず左がマグロの祈念碑で、昭和 3 年に 786 本を捕ったという記
念碑が建っています。真ん中がボラの記念碑で、大正 9 年に 3 万 5,000 匹の大漁。そして右が津波
















































































































六、 其他 蛸、川菜等の來游・發生あり。」（『宮城県昭和震嘯誌』、宮城県、1935 年）























































































でした。その後、緊急時避難準備区域となって、これが 9 月 30 日に解除されていますので、現在生
活をしている人はたくさんいます。鹿島区というのは 30㌔圏外でしたので制限がありませんでした。
これらの地域（小高区・原町区）の学校は、全部鹿島区に来ております。9 月 30 日をもって解除さ
れましたので、幾つか原町区に戻っている学校もある。それから、仮設住宅というのも全てこの鹿島
区に造って、小高区と津波被災した人たちが避難しているという状況です。それから特定避難勧奨地































　私のところでは登録社 6 社と 18 社の非登録社があるので、比率はほぼ 1：3 ということになりま
す〔図 15〕。非登録社が登録社数の 3 倍あるとすれば、浜通り全体では 621 社が登録してありますので、
その裏に 1,863 社あると推定されます。私のところを例に取ればですね。そうすると、合わせて 2,484
社の神社と呼ばれるものがあると考えていい。それらの実態が分からない。鹿島区の場合は、登録、














































































































図 22  富山・石川・新潟県神道青年会による清掃活動
（2011 年 6 月 15 日）
図 20　自衛隊捜索後の御刀神社
（2011 年 4 月 4 日）
図 21　御刀神社の狛犬
図 19　延喜式内 御刀神社 旧社殿
( 南相馬市鹿島区北右田鎮座）
図 23 東京都下谷神社で製作された仮社殿を
　　 御刀神社に設置（2011 年６月 11 日）
図 24　アマテラス通信





（2011 年 4 月 4 日）
図 28　鶏足神社の「お浜下り」（神輿渡御）
（2005 年 3 月 26 日）
図 26　鶏足神社の「お浜下り」（獅子神楽）
（2005 年 3 月 26 日）
図 27　鶏足神社の「お浜下り」（宝財踊り）
（2005 年 3 月 26 日）
図 30　いわき市四倉町鎮座 諏訪神社の








　　     「お浜下り（潮垢離）」（2004 年 4 月）
図 32　日吉神社の「お浜下り」










東京文化財研究所 無形文化遺産部 第6回 無形民俗文化財研究協議会 
「震災復興と無形文化―現地からの報告と提言」 
「被災集落と神社祭礼について」               2011.12.16   
福島県立博物館専門学芸員・福島県南相馬市「伊勢大御神」禰宜  森 幸彦 
 
１ 原発事故により避難待避を余儀なくされている福島県内の市町村 
①南相馬市（小高区・他に特定避難勧奨地点あり）  ②浪江町  ③双葉町  ④大熊町   
⑤富岡町  ⑥楢葉町  ⑦飯舘村  ⑧葛尾村  ⑨川内村  ⑩川俣町（山木屋地区）  
⑪田村市（都路）  ⑫伊達市（特定避難勧奨地点） 
 
２ 福島県南相馬市について 
  2006年（平成18年）原町市、小高町、鹿島町が合併 
 ①南相馬市小高区（原発20km圏内） ［警戒区域］  全戸避難退去 
 ②南相馬市原町区（原発30km圏内） ［屋内待避区域］→［緊急時避難準備区域］→9/ 30解除 
 ③南相馬市鹿島区（原発30km圏外） ［制限なし］･･･間借り学校、仮設住宅建設 




             法人登録神社数 神職数 神職常駐神社数 
相馬支部 186社 47人 23社 
双葉支部 116社 28人 17社 
いわき支部 319社 78人 41社 
計 621社 153人 81社 
(2) 福島県浜通りの主な津波被災神社（宗教法人登録社） 
水神社 相馬郡新地町埒木崎字埒浜 全壊流失、氏子多数死亡 
水神神社 相馬郡新地町谷地小屋字町裏 全壊流失、氏子多数死亡 
大塚稲荷神社 相馬市新田字梅川 全壊流失、氏子多数死亡 
御刀神社 南相馬市鹿島区北右田字剣宮 全壊流失、氏子多数死亡 
稲荷神社 南相馬市原町区下渋佐字前屋敷 全壊流失、氏子多数死亡 
八坂神社 南相馬市原町区北萱浜字原畑 全壊流失、氏子多数死亡 
綿津見神社 南相馬市原町区萱浜字一本松 全壊流失、氏子多数死亡 
苕野神社 双葉郡浪江町大字請戸字東向 全壊流失、宮司夫妻、禰宜
夫妻死亡、氏子多数死亡 
見渡神社 いわき市久之浜大字金ケ沢字戸ノ入 氏子死亡 
安波神社 いわき市平薄磯字北ノ作 一部損壊、氏子死亡 
薄井神社 いわき市平薄磯字三反田 一部損壊、氏子死亡 
諏訪神社 いわき市平豊間字下之内 一部損壊、氏子死亡 





















  ・宗教の違いから、合同の鎮魂慰霊がむずかしい 
  ・いまだ１年祭がどのようになるかわからない（宗教間の連携は基本的にない） 
・今後の「鎮魂の場」形成も宗教的に困難が伴う 
   
(2) 境内清掃 
 ・祈りの場である神社境内は清浄が基本。  
どうやって瓦礫撤去→汚泥の除去→清浄化を実施するか？･･･人手の問題 
・原発事故による放射性物質の浄化は可能か？･･･除染と問題 




  ・祈りの対象として 
・共同体の象徴として 
  ・空間認識のランドマークとして 
  ・精神的なランドマークとして 
  
(4) 福島の特殊性 
  ・福島県浜通りは、地震・津波・原発の３重苦→復興の遅れ―長期的視野での再生計画 
・岩手、宮城はすでに神社祭礼も復活しつつあるが、福島の被災者はまだそれどころではない 
と考える人たちがほとんどである 
森鎮雄宮司管轄社  本務社【伊勢大御神】（宗） 南相馬市鹿島区南柚木字水神下     
集落名 法人登録社 非法人登録社 
鹿島区南柚木 八坂神社 雷神社  田神社  水神社 
鹿島区横手 初発神社  
鹿島区北海老 鶏足神社 金比羅宮  迫田山津見神社   
鹿島区南海老  金砂神社  磯の上稲荷神社  竹駒稲荷神社  安波大杉神社 
鹿島区北右田 御刀神社 八坂神社  
鹿島区南右田  南右田神社  川口神社（他家） 
鹿島区北屋形  富士神社  若木神社  蚕養神社 

















  相馬野馬追のような大きなマツリは保護されるが、小さなマツリは見向かれない可能性がある 
 
(2) 浜下り神事 
  社に鎮座する神が定期的に浜に下り、活性化して、また社に戻る神事。 
・神幸中の集落視察→集落の発展を促す。集落構成員への恩恵。共同体意識の確立。 








 (3) 民俗芸能 
 「お浜下り」に伴って、獅子神楽、宝財踊り、子供手踊りなど、各地域に特徴的な芸能が奉 
納される。 
   芸能は５年ブランクがあったら継承が困難と思われる。 
 






・芸能 田植踊 大蛇神楽など 





  ・集落は再興の見込みなし、バラバラに移住になると思われる 










  ・今、あるいは今後、被災地がどうなっているか、状況を確認する必要がある 
  ・環境（離合集散の形態）によって異なる対応が必要である 




  ・組織的調査体制が必要である 
  
(2) 長期的対応の必要性 
  ・住めない土地に神社の再興はあり得るのか？  



























































部に近いということで、後方支援の一大拠点になっております。今でも 20 ～ 40 くらいの団体が遠
野に拠点をおいて、沿岸部の方の支援活動に出向いているような状況でございます。
　明治 29 年や昭和 8 年の津波の時も、遠野は支援の拠点になっておりました。今回も宮城県沖地震
がもう近々来るということが予想されておりましたので、後方支援基地構想というのを実は持ってお
りました。津波があったらすぐ救援に行ける体制を整えようということで、準備をしてきておりまし























































































ておりまして、平成 7、8 年辺りの調査ですと、全県の民俗芸能団体が 1,064 団体ございます。岩手































































































































































































































































































































































































































































11 日の後の、3 月 26 日に陸前高田の虎舞のことが記事になりました。流されずに頭が残ったもので
すから、それを持って瓦礫の山の中で、集落があったところをお祓いをして回ったという記事でした。
それと併せて、かなり大きな記事だったのですけれども、流されずに残ったご神木のことが出ました。
4 月 6 日には、今日ちょっと話に出ました相馬の野馬追の記事です。「復興の光に」という見出しで
すけれども、地元では行ないたい、でも現実的にできるかというものです。同じ 4 月 6 日ですけれども、
岩手の蔵元が花見をどうかやめないでほしいと。これは YouTube に出した記事ということで、蔵元
ですからお酒の消費ということが気になっていたんですね。また同じ 4 月 6 日ですけれども、気仙
沼の津波でやられた瓦礫の山のところに大漁旗が掲げられた記事が、これも大きく出ておりました。
4 月 17 日には、石巻で、やはり町が流されたそこで鯉のぼりが立てられた記事が出ました。また、





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































というのは、いつも頭を抱える問題です。ただお祭りの時ですね、例えば 5 月、それから遠野は 9
月に大きな行事があります。その時には都会に出ていった人間も戻ってきて参加してくれる。大学生

















































































































































































　　　　　　　（※ 2011 年 11 月末当時）
資料 2
　「無形民俗文化財の復興に関する助成一覧」
　　  （※ 2011 年 11 月末当時）
資料 3































































                        ③文化財関係の活動　　④映画芸術関係の活動　その他








































活動再開・継続の支援、郷土芸能同士の交流や後継者育成などに関わる支援 Tel: 03-3583-8290 / Fax:03-3583-2089http://blog.canpan.info/jfpaa/archive/97




































































































































































































































































































































































2. 被災情報、支援情報、活動再開情報などを全郷芸会報第 63 号〔4 月 15 日発行〕・
第 64 号〔7 月 15 日発行〕・第 65 号〔10 月 15 日発行〕に掲載した。 
 
3. 被災した郷土芸能関係者へ全国からのメッセージを届ける「DEAR TOHOKU プロ














































〒107-0052 東京都港区赤坂 6-7-14-102 











           
　アンケート集計結果
　　1. 参加者 総数　　　　　170 名　（スタッフ 10 名を含む） 　
　　2. アンケート回収率　 　アンケート回収数：86 名 ／ 回収率　53.76%   
　　3. アンケート集計結果  
　　　（1） 回答者内訳（86 名 )　 
























































































　　　（3）自由回答（まとめ）        












　　　　・後継者育成、継承の問題（15％）        
　　　　・地域づくり、まちづくりと無形民俗文化財（6％）      
　　　　・民俗技術について（4％）         
　　　　・無形民俗文化財とデジタルアーカイブ（4％）       
　


































































































































































































































































































































































































































( 財 ) 伝統文化活性化国民協会
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